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将来ビジョン骨子（案)に係るパブリックコメントの結果について 
平成２０年１１月５日  

企画部次世代改革室  
 

 
 

記 

１ パブリックコメントの応募状況 

（１）意見募集内容 

「鳥取県の将来ビジョン骨子（案）」に対する意見 

（２）意見募集期間  

平成２０年６月１５日（日）～平成２０年７月３１日（木） 

（３）周知・応募方法 

ア 周知方法：新聞広告、県政だより（７月号）、報道機関への資料提供、ホームページ 

イ 応募方法：郵便、ファクシミリ、電子メール、県民室・県民局・県立図書館の意見募

集箱への投函 

（４）応募件数 

３０件（１２名） 

 

２主なご意見 

分野 ご意見 

【ひらく】 

地域で・県外で・国

外で新時代に向か

って扉をひらく 

 

○原油高の中、遅々として進まない高速道路を整備しても産業振興

には限界がある。物流計画が必要。 

○「北東アジアゲートウェイ構想」そのものには賛成。しかし、県

単位で考えるのではなく、道州制時の州の一員という視点で考え

るべき。 

○鳥取港は、経済的利用より、マリンレジャーの拠点として港湾施

設の活用を考えるべき。 

○今後学校の統廃合が進むと思うので、観光をリンクさせた学校（

廃校）の有効活用を進めてほしい。（博物館的な利用等） 

○地場企業の育成のための人材づくりが必要。規模は小さくても技

術水準の高い研究型企業の誘致・育成が必要。 

○食のみやこを支える農産物は少量・品質最良のものに徹底。 

○いかに農業県で発展可能か検証が必要。産業、経済、人口、環境

立地について調査分析がもっと必要。 

【つながる】 

様々な活動・力をつ

なげ、結集して、持

続可能で、魅力あふ

れる地域を創る 

○飛行機の米子－名古屋便時間帯が不便なのは、飛行機離れにつな

がる。 
○鳥取－米子間が普通料金１時間で走り、各駅前に大型駐車場が整

備されれば、鳥取の方が米子に単身赴任しなくてもすみ、倉吉も

両市に便利なベッドタウンとしての価値を生むのではないか。 

○鳥取県では、今後の県政のあり方について、概ね１０年の間に取り組むべき課題や、

目指すべき姿を県民の皆様と共有するための「将来ビジョン」を作り、毎年度の予算

や事業を県民の皆様とともに作り上げていくための指針とすることとしています。 

○「将来ビジョン」の策定に当たり、平成２０年５月に作成した「鳥取県の将来ビジョ

ン骨子（案）」に対するご意見を募集するパブリックコメントを実施しましたので、

その結果を下記のとおり報告します。 



- 2 - 

○今の鳥取県は、地域活性化の運動が極めて少ない。 

○各産業が連携し、新産業を創造するに当たっては、制度的な問題

もあるので、行政としても規制緩和を進め、新産業が創造しやす

い環境を作るべき。 

○起業に対するサポート体制の充実が必要。 
○情報通信基盤を安価に提供できるよう企業を支援すべき。 

○増える空き家を、ＵＪＩターンされる方への貸出、売却等で有効

活用してはどうか。 
○今の鳥取県は、地域活性化の運動が極めて少ない。もっと地域密

着型イベントを増やすといいと思う。 

 

【守る】 

鳥取県の豊かな恵

み・生活を守り、次

代へつなぐ 

 

○環境保護の観点から、車を使わない生活スタイルへの移行が必要。 

○鳥取県には、鳥取砂丘があり、そこで農業を行う技術がある。 

「地球緑化プロジェクト」を立ち上げ、鳥取県がイニシアチブをと

ってはどうか。 

○大都市圏域と比べて「安全安心」は鳥取県の長所。住民自治を徹

底し、食も含め安全安心を売り出してはどうか。 

【楽しむ】 

いきいきと楽しみ

ながら充実した生

活を送る 

○スローライフを主張し、「半定住」を推進する取組みを進めてほ

しい。ライフスタイルの提案そのものを盛り込んでほしい。 

○美術館の建設には反対。県民の芸術・文化活動の支援を行った方

がいい。 

【支え合う】 

お互いを認め、尊重

して、支え合う 

○「外国人でもストレスが少なく、安心して生活・滞在できるよう

支援」することは大切。 

○重大な病気について、中部圏域での医療が難しく、東部・西部の

医療機関が紹介される状況がある。中部圏域での医療について一

考を要する。 

【育む】 

次代に向けて、鳥取

県を支える「ひと」

を育む 

 

○「いつでも手軽に科学を学んだり、実験を体験できるような拠点

の設置」は不要。現在の学校の理科・科学の授業を充実させる方

がいい。 

○徹底して教育に取り組み、日本一の教育県を作る。そのため、外

国からの人材誘致も図り、その人材を活かして研究・教育施設を

誘致し、働く場を作ってはどうか。 
○「人づくり」が一番大事。全ての前提なので、各論ではなく、序

章に書くべき。 

【その他】 

 

○道州制について、将来ビジョンの中に何らかの記載があってしか

るべき。 

○鳥取県を３市に編成し、中国５県を州とする道州制とし、公務員

は半減する。 
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３ 今後の予定 

いただいたご意見は、「鳥取県の将来ビジョン素案」作成の参考にさせていただきました。 

現在実施中の「鳥取県の将来ビジョン素案」パブリックコメントでいただいたご意見も参考

にしながら、平成２０年内に鳥取県の将来ビジョンの成案を策定する予定です。 

 

４ その他 

次のご意見は、個別の要望であることから、将来ビジョンの策定作業とは別に処理すべきご

意見と判断し、「県民の声」等の扱いとして担当課に送付しましたので回答を掲載します。 
 

ご意見 

 

回答 

○東京便は満席も多く、採算の

とれている路線と思われる

が運賃が割高である。特割運

賃の改定を利用者の署名な

ども集めてもっと働きかけ

てほしい。 

 

 

 

 

県としては、運賃の問題は、航空便の利便性向上策の中で最

も重要なものの一つと考えており、これまでも経済団体、市町

村等とともに、全日本空輸株式会社に対し繰り返し要望を行っ

てきています。 

平成２０年度は、官民で構成する鳥取空港の利用を促進する

懇話会の活動として署名活動も行う予定であり、特割運賃の値

下げ等が実現されるよう、引き続き全日本空輸株式会社に対し

要望するなど利便性向上に取り組んでまいります。（交通政策

課） 

 

○米子からは九州・大阪便がな

いので出雲空港を利用する

しかないが、現利用客の調査

を行い、飛行機に合わせて米

子駅－出雲空港直行便を走

らせるよう要請してはどう

か。 

 

 

米子駅から出雲空港行きの連絡バスは、路線を設定するのに

見合う需要の問題などからこれまで運行されてきていないの

が実情です。 

交通事業者等の関係者には路線の可能性について意向を確

認したいと思いますが、米子駅からは、飛行機ダイヤに合わせ

て空港連絡バスが運行されている松江駅、出雲市駅まで多数列

車が接続していますので、当面、出雲空港のご利用の際にはこ

れら既存の列車及び連絡バスの利用をお願いします。（交通政

策課） 

 

○山陰新幹線を期待するより

伯備線（特急やくも）の高速

化が必要。１時間、せめて１

時間半を目標に岡山と共同

で働きかけてほしい。 

 

 

現在の伯備線特急「やくも」は、岡山－出雲市間を約２時間

５０分弱で接続していますが、曲がりくねった谷あいを走ると

いう伯備線の地形的制約から、現在以上に高速化するためには

、伯備線を抜本的に改修する必要があります。 

本県と島根県、岡山県の３県は、中国横断新幹線の段階的整

備として、現在開発が進められているフリーゲージトレイン（

車両の車輪幅を自動的に変換し、新幹線から在来線へ直接乗り

入れが可能となる新型車両）の導入を目指して要望活動を続け

ていますが、これが実現した場合であっても、岡山－出雲市間

が約２時間半と、約２０分程度の時間短縮となる見込みです。 

ご意見のような米子－岡山間の１時間～１時間半化を実現

させるためには、やはり新幹線路線の新規整備が必要になりま

すが、実現の見通しがまったく立っていないのが現状です。（

交通政策課） 
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○放課後児童健全育成事業に

関して、平成22年以降は250

日以上開設しないと国庫補

助が打ち切られるため、土曜

の午前中等の小学校使用を

検討してほしい。 

 

国庫補助対象となる放課後児童クラブの開設日数要件等の

問題については、以前から放課後子どもプラン推進委員会等で

も議論されており、平成２２年度以降においても地域の実情に

応じて緩和することを、国に対して要望しているところです。 

なお、学校開放については、放課後子ども教室推進事業や学

校支援本部事業の推進という点においても各市町村にお勧め

しているところです。 

貴市においても、引き続き教育委員会と話し合いをしていた

だきながら、住民のニーズに応じた子どもたちにとってより良

い方策を講じていただきくようお願いします。(家庭・地域教

育課・子育て支援総室室) 

 


